
 平成 22 年は，名古屋市にとって名古屋開府 400 年の記念

すべき年となります．これにあわせて名古屋市内でも多くの

イベントが開催されるとともに（http://www.nagoya400.jp/），

これを契機にまちづくりを考える様々なセミナーや取組みも

進められます． 

このひとつとして，平成21年12月22日（火）に名古屋

市都市センター11 階（大会議室）において，「都心シンポジ

ウム 開府五百年の名古屋に向けた第一歩」が開催されました．

本セミナーのタイトルにある“五百年”には，今年の“四百

年”のさらに“百年先を見据えた”想いがこめられているよ

うです． 

シンポジウムは2部構成で開催され，第1部は「名古屋の

街の未来を発信します」と題し，財界人，専門家，住民代表

の御三方が講演をされました．続いて第2部では「将来に向

けた最初の第一歩について話し合います」と題したパネルデ

ィスカッションが催されました．年末の忙しい時期であるに

もかかわらず，都市行政関係者，経済界，専門家，住民等，

多様な分野の方 1々37名が参加されました． 

 

１．第１部：講演会 

 第1部の講演者は山内拓男氏（中部経済連合会専務理事・

都心の未来を考える懇談会），春名秀樹氏（名古屋都市センタ

ー副理事長・緑ある快適な都心空間のあり方研究会），そして

堀田勝彦氏（堀田商事㈱代表取締役社長・錦2丁目まちづく

り連絡協議会副会長）の御三方でした． 

山内氏からは，平成 21 年 9 月に都市の未来を考える懇談

会より提言された「名古屋のグランドビジョン」を踏まえ，

都心の4つの戦略拠点，官民連携によるプラットフォーム構

築，まちづくり活動資金確保の仕組みづくりについて提言が

なされました．春名氏からは，名古屋都市センターの「緑あ

る快適な都心空間のあり方研究会」が提言した，2050年の名

古屋都心部の姿を交通・土地利用・緑化の視点で，ビジュア

ルに発信する取組みが紹介されました．最後に堀田氏からは，

錦2丁目まちづくり連絡協議会が取組んでいる，まちづくり

構想（マスタープラン2030）策定のほか，えびすモール，愛

知トリエンナーレ長者町プロジェクト等に関する活動状況の

報告がありました． 

 

２．第２部：パネルディスカッション 

 第2部では，名古屋大学大学院の森川高行教授をコーディ

ネーターとし，三神万里子氏（ジャーナリスト・信州大学経

営大学院客員准教授），神尾隆氏（東和不動産株式会社代表取

締役社長），長谷川和司氏（名古屋市住宅都市局理事）による

パネルディスカッションが催されました． 

 三神氏からは，わが国の都市経営の方向性について，企業

経営の視点を踏まえた大変興味深い示唆が提供されました．

神尾氏からは，名古屋駅地区の開発動向と同氏が会長を務め

る名古屋駅地区街づくり協議会の取組み内容について紹介が

ありました．長谷川氏からは名駅・栄地区の概ね 20 年後を

見据えた都市部将来構想について紹介がありました．パネラ

ーによる討議のほか，会場からも観光都市としての名古屋の

ポテンシャルや各構想の早期実現に向けた要望等，活発な意

見交換が行なわれました． 

平成 22 年は，開府五百年に向けた新たな第一歩が期待で

きる年になりそうです． 

（文責：安藤 章（㈱日建設計総合研究所）） 

 


